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　アスンシオン日本人学校における教材開発と
　社会科副読本の作成　　　ＡＧ５研究員・中央大学教授　森茂岳雄
　日本から直線距離（航空距離）で約18,000km離れた地球の反対側にあるパラグアイ共和国の首都アスンシ
オンに、AG５プログラムの拠点の一つである在外教育施設「アスンシオン日本人学校」があります。同校にお
けるAG５の研究テーマは、「南米日系人及び現地コミュニティにおける日本語教育・日本型教育・日本文化の
発信・普及のためのプログラム開発とそのための教員研修プログラム開発」です。今月のＡＧ５だよりでは、そ
の一環で行われた「アスンシオン日本人学校における教材開発と社会科副読本の作成」についてご紹介します。

一  

ア
ス
ン
シ
オ
ン
日
本
人
学
校

　  

の
研
究
テ
ー
マ

　

現
在
、
パ
ラ
グ
ア
イ
に
は
ア
ス
ン
シ
オ

ン
、
シ
ウ
ダ
ー
・
デ
ル
・
エ
ス
テ
、
エ
ン
カ

ル
ナ
シ
オ
ン
の
都
市
の
ほ
か
、
地
方
の
六
つ

の
日
本
人
移
住
地（
ラ
・
コ
ル
メ
ナ
、
チ
ャ

ベ
ス
、
ラ
・
パ
ス
、
ピ
ラ
ポ
、
イ
グ
ア
ス
、

ア
マ
ン
バ
イ
）
を
中
心
に
七
〇
〇
〇
人
を

超
え
る
日
系
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
（
パ

ラ
グ
ア
イ
日
本
人
会
連
合
会
人
口
セ
ン
サ

ス
参
照
）。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ

れ
ら
の
日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
、
日
本

型
教
育
の
発
信
・
普
及
を
行
っ
て
い
る
他

の
教
育
施
設
に
対
し
て
ア
ス
ン
シ
オ
ン
日

本
人
学
校
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

て
い
け
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
他
の
教
育
施
設
」
と
は
、
上
記
九
つ
の

日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
あ
る
日
本
語
学
校
、

及
び
ア
ス
ン
シ
オ
ン
に
あ
る
「
日
本
型
教

育
」
を
行
っ
て
い
る
私
立
学
校
で
あ
る
日

本
パ
ラ
グ
ア
イ
学
院
と
ニ
ホ
ン
・
ガ
ッ
コ

ウ
で
す
。
こ
の
二
校
に
通
う
子
ど
も
達
の

ほ
と
ん
ど
が
非
日
系
パ
ラ
グ
ア
イ
人
で
す
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
初
年
度
（
二
〇
一

七
年
度
）
は
、
こ
れ
ら
の
教
育
施
設
の
見

学
や
、
当
該
施
設
の
教
員
を
対
象
に
し
た

授
業
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
研
修
（
日
本
で

の
研
修
を
含
む
）
を
通
し
て
、
日
本
人
学

校
と
他
の
教
育
施
設
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
経

験
を
通
し
て
、
日
本
語
学
校
を
は
じ
め
と

す
る
現
地
の
教
育
施
設
で
は
、
次
の
よ
う

な
教
育
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
（
Ａ
Ｇ
５
研
究
レ
ポ
ー
ト
参
照
）。

①
教
師
の
力
量
形
成

②
日
本
型
教
育
の
提
供

③
日
本
人
学
校
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

④
新
し
い
適
切
な
教
材
の
開
発

⑤
日
系
人
子
弟
向
け
の
独
自
教
材
の
開
発

　

こ
れ
ら
は
大
き
く
、「
日
本
人
学
校
と

連
携
し
た
教
員
研
修
を
通
し
て
の
『
日
本

型
教
育
』
の
提
供
と
教
師
の
力
量
形
成
」

及
び
「
日
本
人
学
校
の
子
ど
も
達
と
日
本

語
学
校
の
日
系
人
子
弟
が
共
に
学
べ
る
移

住
学
習
の
た
め
の
教
材
開
発
」
の
二
つ
に

わ
け
ら
れ
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
主
に
後
者

の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

二  

移
住
学
習
の
た
め
の
教
材
開
発

　

日
本
と
パ
ラ
グ
ア
イ
の
つ
な
が
り
を
考

え
る
上
で
、
日
本
人
移
住
者
の
存
在
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
一
九
三
六
年
、
日
本
か
ら

パ
ラ
グ
ア
イ
へ
の
最
初
の
移
民
十
一
家
族

八
十
一
人
が
ア
ス
ン
シ
オ
ン
か
ら
一
三
〇

㎞
ほ
ど
の
ラ
・
コ
ル
メ
ナ
に
移
住
し
ま
し

た
。
戦
後
は
、
日
本
政
府
直
轄
移
住
地
の

開
設
が
本
格
的
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
現
地
の
受
け
入
れ
や
入
植
地
の
整

備
、
移
住
者
へ
の
農
業
指
導
を
行
う
組
織

と
し
て
日
本
海
外
移
住
振
興
株
式
会
社
と

日
本
海
外
移
住
協
会
連
合
会（
の
ち
に
合

併
し
て
現
在
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
前
身
の
一
つ
と

な
る
）
に
よ
っ
て
直
営
の
移
住
地
も
開
か

れ
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
中
頃

に
か
け
て
多
く
の
日
本
人
が
パ
ラ
グ
ア
イ

に
移
住
し
、
そ
の
多
く
が
農
業
に
従
事
し

ま
し
た
。
日
本
人
移
住
者
が
始
め
た
大
豆

や
ト
マ
ト
、
メ
ロ
ン
な
ど
の
栽
培
は
パ
ラ

グ
ア
イ
人
の
農
家
に
も
広
が
り
、
現
在
パ

ラ
グ
ア
イ
の
主
要
な
農
作
物
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ア
ス
ン
シ
オ
ン
や
エ
ン
カ
ル
ナ
シ

オ
ン
な
ど
の
都
市
で
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
旅
行
会
社
な
ど
商

工
業
界
で
活
躍
し
た
り
、
弁
護
士
、
会
計

士
、
医
師
な
ど
の
専
門
職
に
就
い
た
り
す

る
日
系
人
も
多
く
い
ま
す
。
ま
た
、
石
油

公
団
総
裁
や
農
牧
省
副
大
臣
な
ど
政
府
の

要
職
に
就
く
日
系
人
二
世
も
出
て
い
ま
す
。

先
代
、
先
々
代
の
駐
日
パ
ラ
グ
ア
イ
大
使

も
日
系
人
で
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
学
校
教
育

に
お
い
て
、
日
本
人
移
住
者
に
つ
い
て
教

科
書
を
は
じ
め
授
業
で
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ア
ス
ン
シ
オ
ン
日
本
人
学
校
の
子
ど
も
達

に
と
っ
て
、
現
代
史
に
お
い
て
多
く
の
日

本
人
が
パ
ラ
グ
ア
イ
に
移
住
し
た
事
実
、

彼
ら
と
そ
の
子
孫
の
現
地
で
の
苦
労
や
貢

献
、
継
承
さ
れ
た
文
化
等
に
つ
い
て
同
じ

日
本
人
と
し
て
共
感
を
持
っ
て
学
ぶ
こ
と

は
、
現
地
理
解
の
重
要
な
内
容
で
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
同
校
で
は
二
〇
一
八
年
度
、
子
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ど
も
達
が
楽
し
ん
で
日
本
人
の
移
住
の
歴

史
や
移
住
地
で
の
生
活
を
学
ぶ
教
材
と
し

て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
横
浜
海
外
移
住
資
料
館
が

作
成
し
た
「
移
民
す
ご
ろ
く
」
に
学
ん
で
、

「
パ
ラ
グ
ア
イ
移
住
す
ご
ろ
く
」
の
開
発

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
単
な
る
ゲ
ー
ム

と
し
て
で
は
な
く
、
三
十
枚
の
ク
イ
ズ
シ

ー
ト
と
し
て
の
活
用
も
考
慮
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
を
出
発
し
て
、
船
に
乗
り
パ
ラ

グ
ア
イ
に
渡
り
、
移
住
地
で
ど
の
よ
う
な

体
験
を
し
て
現
代
に
至
っ
て
い
る
か
と
い

う
歴
史
的
経
験
を
ク
イ
ズ
に
し
て
た
ど
っ

て
い
く
も
の
で
、
裏
面
に
は
先
生
用
に
正

解
と
説
明
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
移
住
す
ご
ろ
く
は
、
日
本
語
学
校

に
通
う
日
系
人
の
子
ど
も
達
に
と
っ
て
は
、

自
身
の
ル
ー
ツ
に
関
わ
る
祖
父
母
や
両
親

の
移
住
の
歴
史
や
経
験
の
ほ
か
、
日
本
人

（
日
系
人
）
の
パ
ラ
グ
ア
イ
へ
の
貢
献
に

つ
い
て
学
ぶ
契
機
に
も
な
り
ま
す
。
子
ど

も
が
興
味
を
持
つ
よ
う
、
ま
た
日
本
語
学

習
の
教
材
と
し
て
も
役
立
つ
よ
う
に
易
し

い
日
本
語
を
心
が
け
、
ク
イ
ズ
シ
ー
ト
に

は
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
等
も
多
用
す
る
よ
う

に
工
夫
さ
れ
ま
し
た
。
完
成
し
た
移
住
す

ご
ろ
く
は
ア
ス
ン
シ
オ
ン
日
本
語
学
校
の

ほ
か
、
各
移
住
地
に
あ
る
日
本
語
学
校
に

も
寄
贈
し
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

三  

社
会
科
副
読
本
『
私
た
ち
の

　  
パ
ラ
グ
ア
イ（
第
三
版
）』の
作
成

　

日
本
に
お
い
て
も
、
小
学
校
第
三
・
四

学
年
の
社
会
科
地
域
学
習
で
用
い
る
副
読

本
づ
く
り
が
各
自
治
体
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
海
外
の
日
本
人
学
校
の
子
ど
も
達

に
と
っ
て
も
現
地
理
解
を
進
め
る
教
材
と

し
て
社
会
科
副
読
本
の
果
た
す
役
割
は
大

き
い
と
思
い
ま
す
。
ア
ス
ン
シ
オ
ン
日
本

人
学
校
で
も
こ
れ
ま
で
副
読
本
と
し
て

『
パ
ラ
グ
ア
イ
』（
一
九
九
〇
年
）、『
ア
ス

ン
シ
オ
ン
に
生
き
る
』（
一
九
九
四
年
）、

『
わ
た
し
た
ち
の
パ
ラ
グ
ア
イ
』（
二
〇
〇

三
年
）、『
わ
た
し
た
ち
の
パ
ラ
グ
ア
イ（
第

二
版
）』（
二
〇
一
四
年
）
を
作
成
し
て
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
二
〇
一
九
年
度
に
は
、

二
〇
二
〇
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
新
し
い

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
も
合
わ
せ
て

『
わ
た
し
た
ち
の
パ
ラ
グ
ア
イ
』
の
改
訂

作
業
を
行
い
、
同
年
三
月
に
第
三
版
の
完

成
を
見
ま
し
た
。

　

こ
の
副
読
本
は
大
き
く
二
部
に
わ
か
れ

て
い
て
、
第
一
部
は
小
学
校
三
・
四
年
生

が
社
会
科
で
学
ぶ
学
習
指
導
要
領
の
内
容

に
従
っ
て
編
集
さ
れ
、
第
二
部
は
小
学
校

四
年
生
も
含
め
、
主
に
五
年
生
か
ら
中
学

生
を
対
象
に
子
ど
も
達
が
暮
ら
す
パ
ラ
グ

ア
イ
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
し
た
読
み
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
副
読
本
は
白
黒
版
で
し
た
が
、

今
回
の
も
の
は
全
ペ
ー
ジ
に
カ
ラ
ー
写
真

や
イ
ラ
ス
ト
を
豊
富
に
使
っ
て
魅
力
的
に

仕
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
訂
の
趣
旨
に
つ
い
て
同
校
の

加
藤
雅
亮
校
長
は
改
訂
版
の「
は
じ
め
に
」

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　
「
今
回
の
改
訂
で
意
識
し
た
の
は
、
こ

の
副
読
本
を
ア
ス
ン
シ
オ
ン
日
本
人
学
校

の
子
ど
も
た
ち
だ
け
が
使
う
の
で
は
な
く
、

パ
ラ
グ
ア
イ
の
国
内
に
あ
る
日
本
語
学
校

の
子
ど
も
た
ち
も
使
え
る
教
材
に
す
る
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
語
学
校
の
子
ど

も
た
ち
が
日
本
語
で
パ
ラ
グ
ア
イ
に
つ
い

て
学
ぶ
。
こ
の
こ
と
は
、
パ
ラ
グ
ア
イ
へ

の
理
解
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
や

日
本
語
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
も
な
る
、

と
私
た
ち
は
考
え
ま
し
た
」

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
副
読
本
は
日
本
人

学
校
の
子
ど
も
の
現
地
理
解
だ
け
で
な
く
、

日
本
語
学
校
に
通
う
日
系
パ
ラ
グ
ア
イ
人

の
子
ど
も
の
日
本
・
日
本
語
理
解
の
た
め
の

教
材
と
し
て
の
役
割
も
果
た
す
こ
と
を
願

っ
て
作
ら
れ
た
こ
と
が
大
き
な
特
色
で
す
。

　

さ
ら
に
、
も
う
一
つ
の
特
色
は
日
本
と

パ
ラ
グ
ア
イ
の
関
係
を
考
え
る
重
要
な
歴

史
的
事
象
「
日
本
人
移
住
」
に
つ
い
て
大

き
く
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
で
す
。
な
ぜ

日
本
か
ら
多
く
の
人
達
が
パ
ラ
グ
ア
イ
に

渡
っ
た
の
か
、
ど
う
や
っ
て
ど
ん
な
と
こ

ろ
に
行
っ
た
の
か
、
そ
こ
で
ど
ん
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
（
移
住
地
）
を
作
り
ど
ん
な
仕

事
に
就
き
、
ど
ん
な
暮
ら
し
を
し
た
の
か
、

パ
ラ
グ
ア
イ
社
会
に
ど
ん
な
貢
献
を
し
た

の
か
等
に
つ
い
て
、
移
住
一
世
へ
の
興
味

深
い
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
も
取
り
入
れ
な

が
ら
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
の
移
住
に
つ
い
て
は
前
述
し
た

よ
う
に
日
本
人
学
校
の
子
ど
も
達
に
と
っ

て
は
現
地
理
解
の
重
要
な
学
び
の
一
つ
で

す
。
同
時
に
日
本
語
学
校
に
通
う
日
系
人

の
子
ど
も
達
に
と
っ
て
は
自
身
の
祖
父
母

や
両
親
の
移
住
の
経
験
、
す
な
わ
ち
家
族

の
苦
難
や
克
服
の
歴
史
、
ホ
ス
ト
社
会
に

あ
っ
て
も
維
持
・
継
承
し
て
き
た
伝
統
文
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化
等
を
通
し
て
自
分
達
の
ル
ー
ツ
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
日
系
人
と
し
て
の
自
己
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
を
促
し
、
ホ
ス
ト
社

会
で
あ
る
パ
ラ
グ
ア
イ
で
自
信
を
持
っ
て

生
き
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

四  

副
読
本
の
内
容
と
作
成
の
願
い

　

副
読
本
の
第
一
部
、
第
二
部
の
目
次
は

下
表
の
通
り
で
す
。

　

第
一
部
で
は
、
主
に
小
学
校
第
三
・
四

学
年
の
社
会
科
の
新
学
習
指
導
要
領
の
内

容
に
準
拠
し
て
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て
の

身
近
な
地
域
で
あ
る
ア
ス
ン
シ
オ
ン
市
に

焦
点
を
当
て
、
地
域
の
様
子
、
地
域
に
見

ら
れ
る
生
産
や
販
売
の
仕
事
、
地
域
の
安

全
を
守
る
働
き
、
市
の
様
子
の
移
り
変
わ

り
（
第
三
学
年
）、
人
々
の
健
康
や
生
活
環

境
を
支
え
る
事
業
（
第
四
学
年
）
に
つ
い

て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
第
二

部
で
は
、
日
本
で
は
第
五
学
年
以
上
で
学

ぶ
日
本
に
つ
い
て
の
内
容
を
パ
ラ
グ
ア
イ

に
置
き
換
え
て
、
関
連
す
る
学
年
の
学
習

箇
所
で
も
学
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
副
読
本
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
日

本
語
学
校
の
日
本
語
の
教
材
と
し
て
の
活

用
を
想
定
し
、
全
体
を
通
し
て
平
易
な
日

本
語
に
し
、
三
年
生
以
上
で
学
習
す
る
漢

字
に
は
全
て
ル
ビ
を
つ
け
る
等
の
工
夫
を

し
ま
し
た
。
ま
た
日
系
人
の
子
ど
も
達
が

使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
普
段
、
学
校
で
ス

ペ
イ
ン
語
で
学
ん
で
い
る
パ
ラ
グ
ア
イ
の

地
理
、
歴
史
、
産
業
、
文
化
な
ど
を
日
本

語
で
学
び
直
せ
る
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
の

教
材
と
し
て
の
意
義
も
あ
り
ま
す
。

　

紙
面
の
構
成
に
あ
た
っ
て
は
、
単
元
の

最
初
の
ペ
ー
ジ
に
単
元
を
象
徴
す
る
写
真

を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
下
に
本
時

で
追
究
す
る
「
学
習
課
題
」
を
問
い
の
形

で
示
し
、
こ
の
単
元
で
何
を
学
ぶ
か
を
明

示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
文
の
両
脇
に
ス

ペ
ー
ス
を
と
り
、
本
文
の
内
容
を
補
う
解

説
や
コ
ラ
ム
、
本
文
中
の
ス
ペ
イ
ン
語
な

ど
の
難
し
い
用
語
の
解
説
、
簡
単
な
年
表
、

課
題
の
調
べ
方
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
等
を
載

せ
て
理
解
や
技
能
の
深
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

特
に
こ
の
副
読
本
で
学
ん
だ
子
ど
も
達

が
、
パ
ラ
グ
ア
イ
に
関
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
認
識
を
持
た
な
い
よ
う
、
学
習
指
導
要

領
の
目
標
に
も
あ
る
、「
地
域
社
会
に
対

す
る
誇
り
と
愛
情
、
地
域
社
会
の
一
員
と

し
て
の
自
覚
」
を
持
て
る
よ
う
な
記
述
を

心
が
け
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
パ
ラ
グ
ア
イ
に
つ
い
て

の
学
習
を
通
し
て
、「
世
界
の
国
々
の
人
々

と
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
に
つ

い
て
の
自
覚
を
養
う
」
国
際
理
解
教
育
の

教
材
に
も
な
る
よ
う
意
識
し
ま
し
た
。

五
　
お
わ
り
に
│
今
後
の
課
題

　

日
本
で
は
社
会
科
の
副
読
本
を
作
成
す

る
場
合
は
、
市
町
村
の
小
中
学
校
の
社
会

科
部
会
に
所
属
す
る
社
会
科
専
門
の
多
く

の
教
員
に
よ
っ
て
時
間
を
か
け
て
作
成
さ

れ
る
の
が
一
般
的
で
す
。

　

今
回
ア
ス
ン
シ
オ
ン
日
本
人
学
校
で
は
、

加
藤
校
長
先
生
を
含
む
六
名
と
い
う
少
数

の
先
生
方
が
一
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
、

自
身
の
足
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
し
、
協

力
し
て
副
読
本
を
完
成
さ
れ
た
こ
と
に
敬

意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
本
書
の
作
成
に

様
々
な
協
力
を
さ
れ

た
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
で
あ
る
平
岩
佐
江

子
さ
ん
は
じ
め
多
く

の
皆
さ
ん
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
書
の
完
成
と
時

を
同
じ
く
し
て
、
パ

ラ
グ
ア
イ
に
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
広
が
り
、
ア

ス
ン
シ
オ
ン
日
本
人

学
校
で
も
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
と
な
り
、
子

ど
も
達
が
地
域
に
出

て
学
べ
な
い
状
況
に

あ
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
一
日
も
早
く
完

成
さ
れ
た
副
読
本
を

手
に
、
子
ど
も
達
が

地
域
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
出
か
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
副
読
本
作
成
の
目
的
の
一

つ
で
も
あ
る
日
本
語
学
校
で
の
活
用
に
つ

い
て
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
本
書
の
活
用
に
つ
い
て
の

日
本
語
学
校
の
教
員
へ
の
研
修
が
今
後
の

課
題
と
な
り
ま
す
。

第１部　私たちのくらすアスンシオン

１.  わたしたちのまち　みんなのまち
　　①　学校のまわり
　　②　アスンシオンの市の様子
２.  はたらく人と私たちのくらし
　　①　スーパーマーケットではたらく人
　　②　農家の仕事
３.  くらしを守る
　　①　火事からくらしを守る
　　②　事故や事件からくらしを守る
４.  住みよいくらしをつくる
　　①　水はどこから
　　②　ごみのしょりと利用
５.  のこしたいもの　つたえたいもの
　　①　パラグアイ日本人移住地の歴史
　　②　アスンシオン日本人学校につたわる
　　　　ねがい

第２部　パラグアイ共和国について学ぼう

１.  国土と自然（小項目略）
２.  パラグアイの歴史（小項目略）
３.  パラグアイの人々のくらし（小項目略）
４.  産業と経済（小項目略）
５.  政治
６.  パラグアイの国際関係
７.  日本とのつながり
　　①　パラグアイへの移住の歴史
　　②　移住地探訪
　　③　一世の皆さんをたずねて
　　④　活躍する日系人の皆さん
　　⑤　日本とパラグアイの経済・文化交流
　　⑥　パラグアイにある日本の機関
参考資料


